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【目的】新型コロナウイルス感染拡大の影響により，
臨地での看護学実習の機会が減少した2020年度卒業
生の看護実践能力を明らかにすること，さらにコロ
ナ禍以前に看護基礎教育を受けた2018年および2019

年度卒業生の卒業時看護実践能力との比較を通し
て，2020年度卒業生の看護実践能力の特徴を明らか
にすることを目的とした．
【方法】2020年度卒業生77名および既卒生56名に対
し，無記名選択式一部記述式の自記式質問紙調査を
実施した．
【結果】有効回答率は2020年度卒業生74.0％，既卒
生35.7％であった．2020年度卒業生の看護実践能力
の平均点が高かった項目は「看護の実施にあたり，
その人の意思決定を支援することができる．」や
「多様な価値観・信条や生活背景を持つ人を尊重す
る行動をとることができる．」等のヒューマンケア
の基本に関する実践能力群に含まれるものであっ
た．また，感染防止対策に関する項目も平均点が高
かった．2020年度卒業生および既卒生の平均点を比
較したところ，66項目中62項目で2020年度卒業生の
平均点が有意に高かった．また，既卒生平均点の順
位を基準として，2020年度卒業生平均点の順位を比
較し，順位が大幅に下降した項目は，実施する看護

の根拠と方法を人々に合わせ説明すること，回復期
や慢性的な健康課題に関する看護等であった．一方
で順位が大幅に上昇した項目は，家族アセスメント
やエンドオブライフケア等であった．
【結論】2020年度卒業生は一定の看護実践能力を身
につけることができたと自己評価していた．しかし，
臨地で実習できていないために，現実的な視点から
の評価ができていない可能性があった．

Ⅰ．はじめに

昨今の社会情勢や医療提供体制の変化に伴い，看
護に対する社会のニーズは増大している．そのニー
ズに応えるため，看護基礎教育においては，学生の
看護実践能力を高めることが重要な課題である．看
護実践能力とは，単なる看護技術の習得を指すので
はなく，看護実践に必要な倫理観や看護管理能力の
保持，および専門職としての学習態度形成など，多
面的な要素を含んだ総合的な能力であると考えられ
ている１）．
看護実践能力を高めるために，看護学実習は非常

に重要な学習過程である．看護基礎教育課程におけ
る看護学実習とは，「学生が既習の知識・技術を基
にクライエントと相互行為を展開し，看護目標達成
に向かいつつ，そこに生じた現象を教材として，看
護実践能力を習得するという学習目標達成を目ざす
授業である」２）．看護学実習の特質として，あらゆ
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る性別，年齢，健康レベルの人間を対象に展開され
ること，複雑な人間関係と多様な場所と時間におい
て展開されること，看護を提供する職種の専門性が
問われること，看護学実習の展開される現場は多種
多様な状況であること３）などが挙げられ，学内の授
業からは想像を越える学びを得る．さらに，学生の
看護実践能力が向上することはもとより，対人援助
職として対人関係を円滑にするために重要な，社会
的スキルの得点も上昇することが明らかになってい
る４）．このように，臨床現場で必要とされる幅広い
能力を身につけるためには，看護学実習を経験する
ことは不可欠である．
しかし2020年は，新型コロナウイルス感染の拡大

によって看護学実習を受け入れる医療機関に大きな
影響があった．看護学実習については弾力的な取扱
いをすることにより，学習機会の確保をしてきた５）．
全体の83.4％において，実習に何らかの変更が生じ，
その中でも，臨地の日数・時間短縮は79.8％，学内
実習への変更は78.7％など，多くの機関が実習の変
更を余儀なくされた６）．A大学４年生においても，最
大10単位の臨地での看護学実習を学内実習に代替し
た（図１）．その際には，実習目的の変更は行わず，
学内実習において本来の実習目的および目標を達成
できるような形に落とし込み，学内実習を実施した．
このような状況下において，各看護基礎教育機関
が最善を尽くし，実習環境を確保してきたものの，
臨地での実習経験は十分であるとは言えず，現場で
リアリティのある看護に触れる機会は減少してい
る．このことが，卒業時の看護実践能力の到達度に
影響を及ぼす可能性も考えられる．
そこで本研究では，2020年度卒業生の看護実践能

力の到達度を明らかにしたいと考えた．さらに，新
型コロナウイルス感染拡大以前に看護基礎教育を受
けた2018年度および2019年度卒業生の卒業時看護実
践能力と，2020年度卒業生の看護実践能力を比較す

ることにより，コロナ禍で学んだ卒業生の看護実践
能力にはどのような特徴があったのか明らかにした
い．これらの調査を通して，コロナ禍における今後
の看護基礎教育への示唆を得ることを目的に，本研
究を行った．

Ⅱ．研究方法

１．研究デザイン
無記名選択式一部記述式の自記式質問紙調査を行

った．
２．研究対象

A大学医学部保健学科看護学専攻の2020年度卒業
生77名および2018，2019年度卒業生（以下，既卒生
とする）のうち同窓会卒業生名簿により連絡先を把
握できた56名を対象とした．
３．調査期間および調査内容
１）調査期間

2020年度卒業生に対しては，2021年２月に実施し
た．既卒生に対しては，2021年１月中旬〜２月下旬
に実施した．
２）調査内容
（１）2020年度卒業生への調査
①看護実践能力：看護学士課程教育におけるコアコ
ンピテンシーと卒業時到達目標（６群66項目）７）を
用いた（表１）．このうち，卒業時の到達目標を用
いて，４段階評定で評価した．すなわち，「よくで
きる」に４点，「まあまあできる」に３点，「あまり
できない」に２点，「できない」に１点を配点し，
得点が高いほど看護実践能力到達度が高いと設定し
た．②卒業後の進路予定について，選択式で回答を
求めた．③卒業にあたり看護実践能力に関する不安
な点について，自由記述で回答を求めた．
（２）既卒生への調査
①看護実践能力：上記の2020年度卒業生と同様の内
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図１ A大学における看護学実習の展開



容について，大学卒業時を想起し，回答を求めた
（表１）．②看護実践能力に関して，就職後に困った
ことについて自由記述で回答を求めた．③現在の職
種，卒業年度について選択式で回答を求めた．④求
められる看護業務が概ね実践できているか，４段階
の選択式で回答を求めた．
４．データ収集方法

2020年度卒業生については，2020年２月に対面に
て質問紙を配布し，学内の留置回収箱による回収，
または郵送により回収した．既卒生については，質
問紙を郵送にて配布，回収した．
５．分析方法
調査結果については記述統計，平均値の差の検定

（対応のないｔ検定）を行った．有意水準は0.05と
した．統計解析にはIBM SPSS Statistics23を使用
した．自由記述については，内容の類似性で分類し，
件数を集計した．
６．倫理的配慮
本研究は，山口大学大学院医学系研究科保健学専

攻医学系研究倫理審査委員会の承認を得て実施した
（管理番号646）．対象者には，研究の目的，方法，
データの取り扱い，質問紙への回答は対象者の自由
意思であること等を文書で説明した．また，質問紙

の返送をもって研究への参加に同意したとする旨を
説明し，匿名化された情報であるため提出された質
問紙は撤回できないことを説明した．なお，同窓会
卒業生名簿の利用については，理事会において，当
該学年の卒業生に対して郵送先を確認することのみ
に利用することを条件に承認を得た．

Ⅲ．結 果

2020年度卒業生については回収数57名（回収率
74.0％），すべて有効回答であった．既卒生につい
ては回収数22名（回収率39.3％），有効回答20名
（有効回答率90.9％）であった．
１．対象者の属性

2020年度卒業生について，卒業後の予定進路は，
看護師43名（75.4％），保健師９名（15.8％），助産
師３名（5.3％），進学１名（1.8％），無回答１名
（1.8％）であった．
既卒生について，現在の職種は，看護師15名

（75.0％），助産師５名（25.0％）であった．卒業年度
は，2018年度卒業生が17名（85.0％），2019年度卒業
生が３名（15.0％）であった．現在の自身の仕事の
状況について，「現在，求められる看護業務が概ね実
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表１ 卒業時看護実践能力の調査項目



践できているか」という問いに対し，「まあまあそう
だ」と回答した者は19名（95.0％），「あまりそうで
はない」と回答した者は１名（5.0％）であった．
２．2020年度卒業生の看護実践能力到達度の認識

2020年度卒業生の平均点の高いものから順に，12

「看護の実施にあたり，その人の意思決定を支援す
ることができる．」は3.60±0.50点（n=57），９「多
様な価値観・信条や生活背景を持つ人を尊重する行
動をとることができる．」は3.58±0.53点（n=57），10

「人間の尊厳及び人権の意味を理解し，擁護に向け
た行動をとることができる．」は3.53±0.50点（n=57），
57「感染防止対策について理解し，必要な行動をと
ることができる．」は3.43±0.54点（n=57），65「専門
職として生涯にわたり学習し続け成長していくため
に，自己を評価し管理していく重要性について説明
できる．」は3.36±0.55点（n=56）であった．
一方で，平均点の低いものから順に，62「グロー
バリゼーション・国際化の動向における看護のあり
方について理解できる．」は2.71±0.62点（n=56），
63「社会の変革の方向と科学技術の発展を理解し，
看護を発展させていくことの重要性について説明で
きる．」は2.88±0.51点（n=56），35「地域精神保健
活動について説明できる．」は2.88±0.54点（n=57），

30「薬物療法に関する適切な看護援助について説明
できる．」は2.91±0.66点（n=57），43「慢性・不可
逆的健康課題を有する患者と家族が地域で生活でき
るよう，社会資源の活用方法について説明できる．」
は2.91±0.58点（n=57）であった．
自由記述については，看護技術や看護実践に対す

る不安が12件，対象とのコミュニケーションに関す
る不安が２件，理解やアセスメント等に関する不安
が２件あった．
３．2020年度卒業生と既卒生の看護実践能力到達
度の比較

１）平均点の比較について
2020年度卒業生および既卒生の看護実践能力の到

達度について，各項目における平均点を比較したと
ころ，66項目中62項目で，2020年度卒業生の点数が
有意に高かった（p＜0.05）．有意差のなかった４項
目は，11「実施する看護の根拠（もしくは目的）と
方法について，人々に合わせた説明ができる．」，27

「基本的な看護援助技術を修得し，指導のもとで実
施できる．」，55「安全なケアをチームとして組織的
に提供する意義について説明できる．」，64「自己の
看護を振り返り，自己の課題に取り組むことができ
る．」であった（表２）．
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表２ 2020年度卒業生と既卒生の看護実践能力到達度の平均値の差の比較



２）順位の比較から見た2020年度卒業生の看護実践
能力到達度の特徴について
看護実践能力の到達度について，既卒生平均点の

順位を基準として2020年度卒業生の順位を比較し，
順位が下降したものを挙げる．下降幅が大きいもの
から順に，11「実施する看護の根拠（もしくは目的）
と方法について，人々に合わせた説明ができる．」
（既卒生比－32位），41「慢性・不可逆的健康課題を
有する患者と家族の状態をアセスメントし，疾病・
障害に対応する看護援助方法について指導のもと実
施できる．」（既卒生比－27位），40「回復過程にあ
る患者・家族の心身の状況をアセスメントし，他
（多）職種連携のもとでの早期からのリハビリテー
ションを通して，回復を促進するための基本的な看
護援助方法が実施できる．」（既卒生比－26位），27

「基本的な看護援助技術を修得し，指導のもとで実
施できる．」（既卒生比－22位），50「保健医療福祉
における看護サービスを提供する仕組み，看護の機
能と看護活動のあり方について理解できる．」（既卒
生比－21位），55「安全なケアをチームとして組織
的に提供する意義について説明できる．」（既卒生
比－21位）となった．

一方で，順位が上昇したものについては，上昇幅
が大きいものから順に，24「家族の生活を把握し，
家族員の健康状態との関連をアセスメントできる．」
（既卒生比＋32位），45「エンドオブライフの症状緩
和のための療法・ケアを理解し，苦痛，苦悩や不安
の緩和方法について理解できる．」（既卒生比＋32

位），46「看取りをする家族の援助について理解で
きる．」（既卒生比＋32位），51「看護の質の管理及
び改善への取り組みについて理解できる．」（既卒生
比+27位），６「個人が家族・集団・地域・社会（文
化や政治など）などを含む環境から受ける影響と，
それらに対する個人の適応的な働きかけを理解し，
説明できる．」（既卒生比＋25位）であった（表３）．

Ⅳ．考 察

１．2020年度卒業生の看護実践能力到達度について
平均点の上位３項目を占めたのは，看護の実施に

あたっての意思決定の支援，多様な価値観・信条や
生活背景を持つ人を尊重する，人間の尊厳及び人権
の意味を理解し擁護に向けた行動をとる，といった，
いずれも「ヒューマンケアの基本に関する実践能力」
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表３ 2020年度卒業生と既卒生の看護実践能力到達度の順位の比較



の能力群に含まれるものであった．これは，様々な
生活背景をもつ人々の多様な価値観・世界観を尊重
し，看護の対象となる人々を擁護するヒューマンケ
アを実践することに関する能力７）を示しており，看
護の対象に関わる上で，最も基盤となる姿勢である
といえる．先行研究においても，他の能力群の点数
より高いことが報告されている８）．これは，看護学
生が卒業までに比較的到達しやすい基本的な能力で
あり，臨地での看護学実習の経験ができない状況で
あっても，講義や演習，学内実習等を通して，身に
つけることができたと自己評価していることが考え
られる．
また，特筆すべきは，平均点の上位に「感染防止
対策について理解し，必要な行動をとることができ
る．」が挙がっていた点である．本研究では，コロ
ナ禍の様々な制限により学習への負の影響を主に想
定していたが，感染対策への危機意識が，学習に良
い効果をもたらした可能性がある．ただし，非常時
として対応する中で，医療現場ではマスクをはじめ
とする個人防護具の不足が生じたことから通常の運
用ができず，従来のスタンダードプリコーションの
遵守とは異なる対応を求められる事態も一時的に発
生したと考えられる．今後も感染予防対策は日常的
に必要となるが，医療従事者としての正しい知識，
技術を持つことが望まれる．
２．2020年度卒業生および既卒生の看護実践能力
到達度の比較

１）平均点の比較
66項目中，62項目で2020年度卒業生の点数が有意
に高かった．有意差のなかった４項目の「看護につ
いて対象に合わせて説明する」，「基本的な看護技術
を習得し指導のものと実施」，「安全なケアをチーム
として組織的に提供する意義」，「自己の看護の振り
返りと課題に取り組む」といった内容は，コロナ禍
での授業内容の変更や臨地での実習経験の有無に関
わらず，育成されていると考えられる．これは，基
礎看護学から各論での学習に至るまで，繰り返して
学び，実践する機会が多いものであるからではない
かと考えられる．
前述の通り，大部分の項目において，コロナ禍の

影響により臨地での実習経験がほとんどできなかっ
た2020年度卒業生の方が，既卒生に比べて看護実践
能力到達度の自己評価が高いという結果となってい

た．これは，コロナ禍における実習環境の制限によ
って，看護実践能力の到達度が低下したのではない
かという予想に，反する結果となった．これには，
既卒生は１〜２年の臨床経験を経ていることから，
「よくできる」を現実的な視座から捉え，厳しく評価
している可能性が考えられる．具体的には，２つの
要因があると考える．１つには，既卒生は１〜２年
前のことを思い出して記入していることから，2020

年度卒業生と比べて時間が経過しており，想起する
際の偏りが生じていると考えられる．２つめは，臨
床経験をしたことで自らを客観視できるようになっ
たことが，自己評価を低くつけることに繋がってい
る可能性である．新人看護師の看護実践能力の自己
評価は，臨床経験のある看護師長からの他者評価に
比べ，高いことが明らかになっている９）．このことか
ら，既卒生は臨床経験を経たことにより，自らを客
観視してより現実的に自己評価をした可能性がある．
また，新人看護師の看護実践能力の自己評価は，

入職直後に比べ12ヵ月後は有意に低下した状態であ
るという報告10）がある．すなわち，今回の調査に当
てはめると，2020年度卒業生はおおよそ入職直後に
当たり，既卒生は約12ヵ月後の時期に当たる者もあ
る．先行研究の結果と同様，既卒生の看護実践能力
の自己評価が低下しているという傾向が見られた可
能性がある．
２）順位の比較から見た2020年度卒業生の看護実践
能力到達度の特徴について
コロナ禍の制限下における看護学実習を経験した

2020年度卒業生も，一定の看護実践能力を身につけ
ることができていたと自己評価していることが明ら
かになった．しかし，実習内容が異なることから，
身につけた看護実践能力についても，平常時の実習
を経験した既卒生とは異なる特徴があるのではない
かと考えられる．そこで，看護実践能力の到達度に
ついて，通常の実習内容を経験した既卒生平均点の
順位を基準として，2020年度卒業生の順位を比較し，
その順位が大幅に変動したものに注目した．
その結果，順位が下降した項目は，実施する看護
の根拠と方法について人々に合わせた説明をするこ
と，慢性期や回復期の患者・家族への看護援助，他
（多）職種連携，看護サービスを提供する仕組みや
看護の機能と看護活動のあり方，安全なケアをチー
ムとして組織的に提供する意義についての説明，基
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本的な看護技術の習得と実施などであった．これら
の看護実践能力は，コロナ禍で変則的な実習内容と
なったことで，例年に比べ経験する機会が減り，目
標に到達しにくかった可能性がある．2020年度卒業
生は，４年次に予定されていた老年看護学実習，小
児看護学実習，成人看護学実習（クリティカル領域）
等を臨地で経験することができなかった．そのため
に，看護の対象者を発達段階や健康レベルの違いに
着目して捉え，それぞれに合わせた説明をすること
に自信が持てなかった可能性がある．また，他（多）
職種連携や組織的な取り組みなどについても，臨地
でその実際を見学したり体験したりする機会を得ら
れなかったことで，講義や演習での学習内容に留ま
り，順位の下降に繋がった可能性がある．さらに，
基本的な看護援助に関しても，学内実習でモデル人
形や学生相互の実施はしているものの，臨床で患者
への実施を経験していないことで，自分の看護技術
に自信が持てなかったと考えられる．
一方で，順位が上昇した項目は，家族のアセスメ
ント，エンドオブライフケア，看取りをする家族の
援助，看護の質の管理やその改善への取り組み，個
人が環境から受ける影響やそれらに対する適応的な
働きかけの理解などであった．これらの項目は，既
卒生と比較し順位は上昇しているものの，学内実習
では患者の家族や終末期の患者と接する経験はして
おらず，また看護チームの中で実習することも十分
に経験できていないため，順位の上昇を看護実践能
力の向上と捉えることは早計である．2020年度卒業
生は臨地での実習経験が少ないことで，現実的な評
価をすることが難しかったのではないかと考える．
また，看護系大学卒業看護師が卒後１年間に直面し
た困難を明らかにした調査において，終末期看護は
自己の知識や経験不足により看護の実施が困難であ
ったと報告されている11）．今回の既卒生も同様に，
卒後１年間の経験の中で困難感を感じており，既卒
生がより実際的な看護実践能力として評価したため
に既卒生の順位が下がり，相対的に2020年度卒業生
の順位が上昇した可能性がある．
コロナ禍以前の実習では，担当患者を受け持ち，

十分な実習時間の中で，患者や家族と密接にコミュ
ニケーションを取りながら看護を展開する経験がで
きていた．また，看護チームの一員として看護学生
が存在し，病棟で行われる申し送りやカンファレン

スなどに参加しながら，臨床現場ではいかにして患
者にとって最善の看護が検討され，提供されている
か，体験を通して学ぶことも多かったと考えられる．
しかし，コロナ禍による影響で，入院患者と関わる
機会は減り，家族と接する機会も無い状況となった．
直接患者や家族に関わる機会が失われることは，対
象により深い関心を寄せ，理解し，関わることを難
しくする可能性がある．また，患者や家族との関わ
りに限らず，臨床現場に身を置いて現実感のある経
験をする機会が減少している．コロナ禍の現状では，
臨地実習の時間短縮，学内実習への変更等は，やむ
を得ない状況がある．しかし，本来「看護学実習に
おける教材とは，教員が，学生の遭遇する多様な現
象の中から，看護学の基礎的知識，概念，法則等の
教育内容を内在している現象を選択し，再構成した
結果，実習目標達成に向け機能する教育的材料であ
る」12）と言われており，模擬患者を用いた学内実習
や紙上事例における看護展開で学ぶには限界がある
と考えられる．やはり，この看護学実習における教
材は臨地にしか存在しないものであり，臨地での実
習経験の重要性を再認識することができる．
コロナ禍の取り組みから，臨地での実習を学内実

習に代替して行ったことによる利点の報告もある13）．
学生が積極的にグループ検討に取り組み，他者の思
考を取り入れ多様な考えを学ぶこと，戸惑いの少な
い落ち着いた環境で学習できることにより，多角的
な検討を通して整理しながら着実に学んでいけるこ
となどである．今後しばらくの間は，臨地実習の実
施にあたり，コロナ禍の影響は継続するものと考え
られる．限られた環境の中であっても，最大限の学
習効果を得るために，学習環境整備や教授方法を工
夫していく必要がある．
３）本研究の限界と今後の課題
今回の調査における既卒生の回収率は39.3%と低

く，既卒生全体の状況を反映しているとは言い難い．
また，既卒生については遡及的な自己評価であり，
さらに，既卒生は現在も臨床現場で就業しており，
看護実践能力をより現実的なものとして捉え「でき
る」をより厳しく評価していると考えられ，2020年
度卒業生と同時期ではない調査データとの比較には
方法論的にも限界があった．また，今回の統計解析
において，66項目の平均値の差の検定を行ったため，
その内の幾つかには第一種の過誤が生じる可能性が
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あることも否定できない．
これらを踏まえて，今後は2020年度卒業生の追跡

調査や他者評価を含めた調査が望まれる．
なお，今回の調査対象となった2018年から2020年
度卒業生が在学した期間に，カリキュラムの変更は
なかった．今回の調査では，最終学年における臨地
での看護学実習の有無による看護実践能力到達度の
比較を主な目的とし，各実習の詳細な内容変更につ
いては省略した．

Ⅴ．結 論

コロナ禍の影響により臨地での看護学実習の機会
が減少した2020年度卒業生の看護実践能力の到達度
を明らかにすること，さらに，コロナ禍以前に看護
基礎教育を受けた既卒生の卒業時看護実践能力との
比較を通して，以下の結論を得た．
１．コロナ禍において実習の変更は生じたが，代替
実習を通して，卒業時までに一定の看護実践能力を
身につけることができていたと自己評価していた．
２．ヒューマンケアの基本となる実践能力について
は，臨地での実習経験が少なくとも，身につけるこ
とができていた．
３．臨地での実習経験が少ないことは，実施する看
護の根拠と方法を人々に合わせ説明すること，回復
期や慢性的な健康課題に関する看護，基本的な看護
技術の実施，看護サービスの仕組みや看護の機能と
看護活動のあり方についての理解，安全なケアをチ
ームとして組織的に提供する意義に関する看護実践
能力の到達度を低くしている可能性があった．
４．家族アセスメント，エンドオブライフケア，看
取りをする家族の援助，看護の質の管理やその改善
への取り組み，個人が環境から受ける影響やそれら
に対する適応的な働きかけの理解に関する看護実践
能力は，既卒生よりも2020年度卒業生に順位の上昇
が見られたが，これは臨地で実習できていないため
に現実的な視点からの評価ができていない可能性が
あった．
５．以上より，学生の自己評価の結果においては，
学内における代替実習が十分に功を奏したと考えら
れるが，従来の看護学実習を経験した既卒生の看護
実践能力到達度と比べ，2020年度卒業生の看護実践
能力到達度の順位は大幅に変わったものがあり，リ

アリティのある現場で養成される看護実践能力につ
いては今後も注視し，補完する方法を講じる必要が
あることが示唆された．
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This study aimed to clarify the nursing

competency of fourth‑year students in 2020 prior

to their graduation, who had fewer opportunities

for practical training due to the spread of the new

coronavirus and the characteristics of their

nursing competency in comparison with that of

the graduates, who had received normal nursing

education before the COVID‑19 pandemic.

The items with the highest average scores

among the nursing competency in the fourth‑year

students were "Able to support decision making"

and "Able to respect individual values, beliefs and

circumstances".

In comparison with the graduates, the mean

scores of fourth‑year students were significantly

higher in 62 out of 66 items.

The rank order of average score of each item in

the fourth‑year students were compared with the

graduates. The items that dropped significantly in

ranking were individualize the explanation of the

rationale and methods of providing nursing care.

The fourth‑year students in the pandemic self‑

evaluated that they obtained a certain level of

nursing competency at the graduation, however,

they might have been unable to carry out the

evaluation from a realistic perspectives because of

a few clinical training opportunities they could

have.
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